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(1) 収益的収入及び支出

（単位：円）

第１款 0

　第１項 営業収益 0
うち、仮受消費税及び地方消費税

19,269,734円

　第２項 営業外収益 0

　第３項 特別利益 0

（単位：円）

第１款 912,951,000 0 0 909,422,000 0 862,090,922 47,331,078

　第１項 営業費用 817,516,000 0 0 813,987,000 0 781,056,611 32,930,389
うち、仮払消費税及び地方消費税

14,571,976円

　第２項 営業外費用 92,434,000 0 0 92,434,000 0 81,034,311 11,399,689

　第３項 特別損失 1,000 0 0 1,000 0 0 1,000

　第４項 予備費 3,000,000 0 0 3,000,000 0 0 3,000,000

備 考

予 算 額

予 算 額

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 72,015,377

△ 47,416

△ 71,966,961

△ 1,000

0

0

不 用 額

0

地方公営

企業法第

24条第３

項の規定

に よ る

支 出 額

決 算 額

決 算 額

916,938,623

245,762,584

671,176,039

0

小　計 合　計

988,954,000

245,810,000

909,422,000

地方公営
企業法第
26条第２
項の規定
に よ る
繰 越 額

支 出

当    初
予 算 額

8,000,000

0

237,810,000

743,143,000

1,000

流

用

増

減

額

補    正
予 算 額

予

備

費

支

出

額

0

0

813,987,000

92,434,000

1,000

3,000,000

当 初 予 算 額 合　計

地方公営
企業法第
26条第２
項の規定
に よ る
繰 越 額

△ 3,529,000

△ 3,529,000

0

8,000,000980,954,000

743,143,000

1,000

区　　　分

区　　　分

下水道事業収益

下水道事業費用

備 考

令和３年度鹿屋市下水道事業決算報告書（消費税込）

収 入

予算額に比べ
決算額の増減

地 方 公 営 企 業 法
第 24 条 第 ３ 項 の
規定による支出額
に係る財源充当額

補 正 予 算 額



(2) 資本的収入及び支出

（単位：円）

第１款 201,686,000 △ 3,480,000

　第１項 企業債 109,680,000 △ 7,780,000

　第２項 補助金 81,500,000 0

　第３項
分担金及
び負担金

10,505,000 4,300,000

　第４項
固定資産
売却代金

1,000 0

（単位：円）

　 うち、仮払消費税
　 及び地方消費税

14,896,636円

0

継続費逓
次繰越額
に係る財
源充当額

0

0

0

0

0

0 188,2000 0 342,201,000 342,012,800 0 0　第２項 企業債償還金 342,201,000 0 0 342,201,000

収 入

予 算 額

区　　　分 当初予算額 補正予算額 小 計 合 計

地方公営企業法
第26条の規定に
よる繰越額に係
る財源充当額

資本的収入 198,206,000 229,606,000 242,405,332 12,799,332

翌年度繰越額に係る
財源充当額　29,960,000円

31,400,000

15,300,000

決 算 額
予算額に比べ
決算額の増減

備 考

46,120,38216,100,000

101,900,000 117,200,000 83,700,000 △ 33,500,000

81,500,000 97,600,000 143,720,382
翌年度繰越額に係る
財源充当額　27,590,000円

1,000 1,000 0 △ 1,000

14,805,000 14,805,000 14,984,950 179,9500

支 出

予 算 額 翌年度繰越額

区　　　分 当初予算額 補正予算額 流用増減額 小 計

地方公営
企業法第
26条の規
定による
繰 越 額

継続
費逓
次繰
越額

合 計 決 算 額

地方公営
企業法第
26条の規
定による
繰 越 額

継続
費逓
次繰
越額

合 計 不 用 額 備 考

第１款 資本的支出 584,492,000 △ 2,000,000 0 582,492,000 34,500,000 0 616,992,000 539,024,415 59,240,000 0 59,240,000 18,727,585

　第１項 建設改良費 241,991,000 △ 2,000,000 △ 299,000 239,692,000 34,500,000 0 274,192,000 196,413,525 59,240,000 0 59,240,000 18,538,475

　第３項 補助金返還金 300,000 0 299,000 599,000 0 910

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額296,619,083円は、減債積立金46,753,346円、過年度分損益勘定留保資金141,617,104円、当年度分損益勘定留保
資金100,723,395円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額7,525,238円で補てんした。

0 599,000 598,090 0 0 0
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1 営 業 収 益

(1) 下 水 道 使 用 料 192,699,760

(2) 他 会 計 負 担 金 33,779,490

(3) そ の 他 営 業 収 益 13,600 226,492,850

2 営 業 費 用

(1) 管 渠 費 11,416,790

(2) 処 理 場 費 120,492,331

(3) 総 係 費 90,824,668

(4) 減 価 償 却 費 543,750,846 766,484,635

営 業 利 益 △ 539,991,785

3 営 業 外 収 益

(1) 土 地 物 件 収 益 7,500

(2) 長 期 前 受 金 戻 入 242,322,372

(3) 他 会 計 補 助 金 425,984,128

(4) 雑 収 益 34,742 668,348,742

（単位：円）

令和３年度鹿屋市下水道事業損益計算書　（消費税抜）
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）



4 営 業 外 費 用

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 81,034,311

(2) 雑 支 出 183 81,034,494 587,314,248

経 常 利 益 47,322,463

当 年 度 純 利 益 47,322,463

前年度繰越利益剰余金 0

その他未処分利益剰余金変動額 46,753,346

当年度未処分利益剰余金 94,075,809

（単位：円）
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（単位：円）

受贈財産 減  債 建設改良
評 価 額 積立金 積 立 金

2,827,885,436 503,168,251 1,704,586 504,872,837 0 0 46,753,346 46,753,346 3,379,511,619

0 0 0 0 46,753,346 0 △ 46,753,346 0 0

0 0 0 0 46,753,346 0 △ 46,753,346 0 0

資 本 金 へ の 組 入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減債積立金の積立 0 0 0 0 46,753,346 0 △ 46,753,346 0 0

建設改良積立金の積立 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(繰越利益剰余金)

2,827,885,436 503,168,251 1,704,586 504,872,837 46,753,346 0 0 46,753,346 3,379,511,619

0 0 0 0 △ 46,753,346 0 94,075,809 47,322,463 47,322,463

0 0 0 0 △ 46,753,346 0 46,753,346 0 0

0 0 0 0 0 0 47,322,463 47,322,463 47,322,463

(当年度未処分利益剰余金)

2,827,885,436 503,168,251 1,704,586 504,872,837 0 0 94,075,809 94,075,809 3,426,834,082

　　　２　議会の議決による処分額の欄は、法第32条第２項の規定により議決による処分を行ったものについて、それぞれ記載するものであること。

資本金 資本合計

前 年 度 末 残 高

補助金

資　本　剰　余　金 利　益　剰　余　金

剰　余　金

資  本
剰余金
合  計

利  益
剰余金
合  計

当 年 度 変 動 額

当 年 度 純 利 益

当 年 度 末 残 高

（注）１　この計算書における△表記は、減少、損失又は欠損を示すものであること。

令和３年度鹿屋市下水道事業剰余金計算書（消費税抜）
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

積 立 金 使 用 額 の 振 替

未処分
利  益
剰余金

前 年 度 処 分 額

議会の議決による処分額

処 分 後 残 高



（単位：円）

資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金

2,827,885,436 504,872,837 94,075,809

46,753,346 0 △ 94,075,809

資 本 金 へ の 組 入 46,753,346 0 △ 46,753,346

減 債 積 立 金 の 積 立 0 0 △ 47,322,463

建 設 改 良 積 立 金 の 積 立 0 0 0

（繰越利益剰余金）

2,874,638,782 504,872,837 0

（注）この計算書における△表記は、減少又は欠損を示すものであること。

議 会 の 議 決 に よ る 処 分 額

処 分 後 残 高

令和３年度鹿屋市下水道事業剰余金処分計算書（消費税抜）

当 年 度 末 残 高
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1 固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産

イ 土 地 506,357,251

ロ 建 物 379,831,302

減 価 償 却 累 計 額 △ 42,921,794 336,909,508

ハ 構 築 物 12,698,999,351

減 価 償 却 累 計 額 △ 792,661,637 11,906,337,714

ニ 機 械 及 び 装 置 1,132,035,231

減 価 償 却 累 計 額 △ 243,196,626 888,838,605

ホ 車 両 運 搬 具 65,714

減 価 償 却 累 計 額 △ 59,151 6,563

ヘ 工 具 器 具 及 び 備 品 4,708,413

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,668,564 3,039,849

ト 建 設 仮 勘 定 53,483,357

有 形 固 定 資 産 合 計 13,694,972,847

固 定 資 産 合 計 13,694,972,847

令和３年度鹿屋市下水道事業貸借対照表　（消費税抜）
（令和４年３月31日）

（単位：円）

資 　産 　の　 部



2 流 動 資 産

(1) 現 金 預 金 247,152,120

(2) 未 収 金 44,683,549

未 収 金 貸 倒 引 当 金 △ 1,024,000 43,659,549

(3) そ の 他 流 動 資 産 240,000

流 動 資 産 合 計 291,051,669

資 産 合 計 13,986,024,516

（単位：円）
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3 固 定 負 債

(1) 企 業 債

イ
建設改良費等の財源に
充てるための企業債

4,420,483,034

固 定 負 債 合 計 4,420,483,034

4 流 動 負 債

(1) 企 業 債

イ
建設改良費等の財源に
充てるための企業債

347,696,244

(2) 未 払 金 35,408,906

(3) 引 当 金

イ 賞 与 引 当 金 5,920,156

ロ 法 定 福 利 費 引 当 金 1,184,556

引 当 金 合 計 7,104,712

(4) そ の 他 流 動 負 債 510,509

流 動 負 債 合 計 390,720,371

5 繰 延 収 益

(1) 長 期 前 受 金 6,230,029,015

(2) 長期前受金収益化累計額 △ 482,041,986

繰 延 収 益 合 計 5,747,987,029

負 債 合 計 10,559,190,434

（単位：円）

負　債　の　部



6 資 本 金 2,827,885,436

7 剰 余 金

(1) 資 本 剰 余 金

イ 受 贈 財 産 評 価 額 503,168,251

ロ 補助金（国・県・市） 1,704,586

資 本 剰 余 金 合 計 504,872,837

(2) 利 益 剰 余 金

イ 当年度未処分利益剰余金 94,075,809

利 益 剰 余 金 合 計 　 94,075,809

剰 余 金 合 計 598,948,646

資 本 合 計 3,426,834,082

負 債 資 本 合 計 13,986,024,516

（単位：円）

資　本　の　部
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注　記

【令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月31日）】

Ⅰ　重要な会計方針

　１　固定資産の減価償却の方法

      有形固定資産

　　  ・減価償却の方法　　定額法（車両運搬具のみ定率法）

　　　・主な耐用年数

　　　　建物　　　　  ８～50年

　　　　構築物　　　  10～50年

　　　　機械及び装置　６～30年

　　　　車両　　          ５年

　　　　器具及び備品　４～20年

　２　引当金の計上方法

　  (1) 退職給付引当金

　　　　職員の退職手当は、一般会計がその全部を負担することとなっているため、退職給付引当金は計上していない。

　  (2) 賞与引当金

        職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

    　　職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

　  (4) 貸倒引当金

        債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上している。

  ３  その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項

　  (1) 消費税等の会計処理

　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

　  (3) 法定福利費引当金



Ⅱ　貸借対照表等関連

　１　企業債の償還に係る他会計の負担

　　る額は、3,293,579,349円である。

Ⅲ　セグメント情報の開示

  　(1) 報告セグメントの概要

公共下水道事業

農業集落排水事業

  　(2) 報告セグメントごとの営業収益等

        当年度(令和３年４月１日～令和４年３月31日)

営業収益

営業費用

営業損益

経常損益

セグメント資産

セグメント負債

その他の項目

  他会計補助金

  減価償却費

  固定資産増加額 △ 333,770 △ 28,464 △ 362,234

515,287 28,464 543,751

457,745 56,950 514,695

13,314,784 671,240 13,986,024

10,128,209 430,981 10,559,190

△ 503,412 △ 36,580 △ 539,992

30,485 16,837 47,322

農業集落排水事業 下水道事業

216,082 10,411 226,493

719,494 46,991 766,485

セグメント区分 事業内容

下水道整備済区域における汚水の処理 

輝北町上百引地区における汚水の処理 

(単位　千円)

区分 公共下水道事業

　　　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込まれ

        鹿屋市下水道事業会計は、公共下水道事業、農業集落排水事業を運営しており、各事業で運営方針等を決定していることから、この２つを報告

   　 セグメントとしている。なお、各報告セグメントの事業内容及び財務情報の内訳は以下のとおりである。

-12-


